
９月 保健だより 

～救命の第一歩は応急手当から～ 
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 あっという間に夏休みが終わり、二学期がスタートしました。夏

休みで食事や睡眠が乱れてしまった人は規則正しい生活を心がけ

ましょう。９月は季節の変わり目で、一日の気温差が大きい時期で

す。このため体調を崩す人が多くなります。いつも以上に体調管理

に気を配りましょう。 

４月～８月までに外科の応急処置で保健室を訪れた来室件

数は、３２７件でした。体育の授業や実習中や登下校中、部活

動など、ケガはいろいろな場所で起きています。 

ケガの予防に努めることが一番大切ですが、もしケガをし

てしまっても、ケガを悪化させないためには、病院で治療を受

けるまでの間にその場で適切な応急処置や経過観察をするこ

とが大切です。 

いざという時慌てないように、日常のケガの手当てを覚え

ておきましょう。 

 

◇応急手当について◇ 

 救急現場に居合わせたら，まず速やかに１１９番

に通報しましょう。救急車が現場に到着するまでの

間，その場に居合わせた人が，          

いかに早く応急手当を行うか            

ということが，病人やけが人               

の命を救う重要なポイントで           

す。 


